
お申し込み

受付中

我が家で元気つてどう言う事?

断熱と健康の関係つて?
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『和歌山の健康のカギそして町づくり』
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学部長・教聾 篭ヨロu篤 先生 (工学博士)

内閣官房地域創生事
質量 伊 藤 明 子 姓

『わかやま型健康・省エネ住宅による

地域活性化と健康長寿の実現を目指して』
●パネリスト※順不同

内閣官房地域創生事務局 次長 ……………… ……………………………伊 藤 明子 先生

和歌山県立医科大学医学部 公衆衛生学教室 教授 ‥……………竹 下 達 也 先生

近畿大学生物理工学部 学部長 教授 …… ……………………………・松 本 和 也 先生

公益社団法人和歌山県看護協会かつらぎ町役場保健師…弓庭 喜美子 様

和歌山県県土整備部都市住宅局長…………………………………中西 達彦 様

●コーディネーター
(―社)健康・省エネ住宅を

推進する国民会議

理事長 上原 裕之 先生

| 【主催】(一社)健康・省エネ住宅を推進する国民会議

1 隆周 不□歌山県・不□歌山県立医科大学・不□歌山大学・不□歌山市・海南市・きのくにわかやま健康・省エネ住宅推進協議会他



2∝58.30。
14:00へ 1́7:00〈受付開始13:00〉

県民交流プラザ

和歌山ビッグ愛
1階 大ホール

高齢化が急速に進展する中で、ヒートシ∃ック等の家庭内事故が増え、現在社会問題になつていま硯

こねについては、住宅の高断熱化によつて住宅を暖かい温度に保つことで、事故を未然に防ぐ効果が

期待されております。

現在国をあげて健康・省エネ住宅の普及を目的とした「スマートウエルネス住宅等推進モデリレ事業」が

推進されておりま硯

この事業の大きな特徴は、「国・行政」「医療従事者」「建築事業者」、そして肺民」が四位一体で推

進することであり、国の助成を受けて高断熱住宅と健康との相関」を明確にする調査などが行われま硯

そうです||この取り組みは、市民の皆さんのご協力が欠かせません |

是非、このシンポジウムを通じ、ご家庭内の安全・健康・長寿を実現していただきたく願いま視

ヒートショックによる死者数は

交通事故死者数の約4倍 !

◆ヒートショックとは、冬場の急激な温度変化によりおこる血管疾患のこと。

「(―社)健康・省エネ住宅を推進する国民会議」では、地域にお住まいの皆さんの住宅環境を調査し、
健康・省エネ住宅を推進することで、イキイキとした健康・長寿社会の実現に貢献します。

事前申し込み方法
FJAX 1 073‐482‐3840 亨堪

al:ka敵。ubouO百 seonet.neJp
:073-482…5065

出典 :東京都健康長寿医療センター、警察庁交通局交通企画課

健康・省エネシンポジウム inゎかゃま
ご 参 カロ者 様 は 下 言己に ご

｀
言己入 く だ さ い         ※ご提供いただいた個人情報は、本シンポジウムのご連絡以外には使用しません。

Kai工房建築士事務所担当:北方 丁EL073‐482‐5065

自土交通省 スマニトウエルネス住宅等推進モデル事業(特定部門)

断熱改修 。バリアフリーなど          血圧測定など

リフォームエ事X
【   家を暖かくするリフォーム    〕

※バリアフリー改修工事を同時に実施した場合は最大120万円/戸
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シンポジウム開催主旨「住まいを通じた健康・長寿の実現 !」

下記欄にご記入の上、上記の番号へ送信ください。

お 名 前 参カロ人数
名

電話番号


